
（別紙様式４）

　　文　部　科　学　大　臣　殿

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,800 単位時間 240 単位時間 1,560 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

284 人 の内数41 人 人 0 % 12 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間
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令和7年7月31日

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 有
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
一般社団法人
専門職高等教育質保証機構

2023年2月
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ https://art.ecc.ac.jp/aboutecc/publish/

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 4

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 4

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

2

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 0

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

90

うち必修授業時数 1,710

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 90

MIRAI、ウカ、サンミーゴ、Lee moca、Ray心斎橋、ロココ＆モカ、Luna、ナイスネイル
 Mail AVANCE、Angelica Michelle　等

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://art.ecc.ac.jp/course/nail/

92
■進学者数 0
■その他

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 1,800

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 0

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和6年度卒業生）

12
■地元就職者数 (F) 10
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

83

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 13
■就職希望者数 (D)　　　　　： 12
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的 ネイルの幅広い知識と技術を習得しネイル関連検定を取得すると共に、あらゆる年齢層の顧客ともコミュニケーション・接客ができる素直で元気ある人材を育成する。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

取得可能な検定：JNECネイリスト技能検定1～3級、JNAジェルネイル技能検定上級、JNAフットケア理論検定、ネイルサロン衛生管理士、サービス接遇検定準1級、AFT色
彩検定2級

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

文化教養専門課程
アーティスト学科
ネイリストコース

平成17(2005)年度 - 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

530-0015

06-6373-1447
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人山口学園 昭和58年11月22日
理事長

酒元　英二
大阪府大阪市北区中崎西2丁目3番35号
530-0015

06-6374-0144

ECCアーティスト美容専門学
校

平成15年3月26日 中村　竜二 大阪府大阪市北区中崎西1丁目8番5号

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

文化・教養



種別

③

①

③

③

－

－

－

（年間の開催数及び開催時期）

西原　亜美 JOB　SHOP株式会社
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（7月、2月）

（開催日時（実績））
第１回　令和6年7月29日　9：15　～　11：15
第２回　令和7年2月13日　15：00～17：00

中村　竜二 ECCアーティスト美容専門学校　学校長代理
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

川添　雅英 ECCアーティスト美容専門学校　副学校長
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

長尾　邦光
ECCアーティスト美容専門学校　キャリアセン
ター責任者

令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
ネイルを中心とした美容分野の知識・技術を幅広く習得するため、ネイル分野の企業等と連携し、現場の意見・アイデアを
導入し、卒業後、即戦力として活躍できるための体制を構築する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は、「教育課程編成委員会規定」に基づき、第２条で記載の通り、当該学科の専攻分野であるネイル
/ 美容/ビューティ/メイクを中心とした企業、団体等との連携を確保して、授業科目の開設その他教育課程の編成を適切
かつ円滑に行う組織として学内に設置されたものである。学内で定例化しているカリキュラム編成会議・責任者会議を経て
審議・討議された課題を中心に議題を設定し、これに基づき教育課程編成委員会で討議された結果は、再度、カリキュラム
編成会議・責任者会議で具体策等を討議し緊急性/重要性を考慮の上、カリキュラム改善等の対応を実施する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

宮上　昌悟 一般社団法人アスリートネイル協会
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

令和7年7月31日現在

出水　康博 株式会社AVANCEホールディングス
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

名　前 所　　　属 任期

能勢　健次 株式会社TAT
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

①検定合格率について
サロンでは1級取得が必須ではないが、基礎知識、努力できる人間性、経験値など総合的に判断している。所持させること
だけを目的とせずに向上心や技術向上のために受験をさせるように指導する。
②今後必要な新技術に関して
マシンの習熟度はさらに上げていく必要がある。パラジェルはサロンで引き続き人気メニューとなっている。
③グローバル化に関して
接客英会話ができれば給与面でも優遇される可能性は高い。ただし留学生は就労ビザが取得できないケースが多いと思
われる。



科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

ネイルの最新技術の習得、実践的なサロンワーク、サロン運営に必要な技術・知識習得に当たり、TAT社の現場に基づい
た実践力をカリキュラムに組み込んでいる。

株式会社 TAT

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
専攻分野であるネイル業界を中心とした企業・協会等と連携し、現場を想定した技術習得ができる実習・演習の設定に繋
げる。特に①公衆衛生面の知識・技術の習得、②現場で活用できる専門技術の習得、③現場でのワーク、インターンシップ
等による現場を想定した技術の習得を図る。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

ネイルサロンワークテ
クニックⅢ

科　目　概　要



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

対象：

連携企業等：

②指導力の修得・向上のための研修等

コンプライアンス遵守の重要性と教育現場で起こりうるリスクについて

連携企業等：

対象：

連携企業等：

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

連携企業等：

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教務規約第37条に従って、教育の一層の充実を図るため、企業、団体等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務
に関する研修等や指導力の向上のための研修等を実施する。研修企画部門を組織して指導力の修得・向上のための研
修等の年間計画を年度初めに計画し、教育進捗状況に合わせて内容・時期を調整しながら設定する。また、専攻分野にお
ける実務研修は日本ネイリスト協会主催の技術研修への教員研修参加を定例化し、それに加えて必要な研修を確認し設
定する。

連携企業等：

対象：

コンプライアンス研修会 連携企業等： 弁護士

令和7年3月 対象： 教職員

対象：

対象：



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

対象：

②指導力の修得・向上のための研修等

不登校の仕組み、不登校の生徒への関わり方を臨床心理士の先生から学ぶ

連携企業等：

対象：

連携企業等：

パラジェルゴールドライセンスディプロマコース 連携企業等： 株式会社ネイルセレクト

令和8年2月 対象： 専任教員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

パラジュエルの凹凸の無い美しいフォルムの仕上がり技術を習得する

連携企業等：

対象：

連携企業等： 0

対象： 0

「令和型不登校について」 連携企業等： 大阪市立あべの市民学習センター

令和7年11月 対象： 専任教員・学校職員



（３）教育活動

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されている
か
・教育理念､育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科としての修業
年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされてい
るか
・学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか
・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教
育方法の工夫・開発などが実施されているか。
・関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により､カリキュ
ラムの作成・見直し等が行われているか
・関連分野における実践的な職業教育(産学連携によるインターンシッ
プ、実技・実習等)が体系的に位置づけられているか
・授業評価の実施･評価体制はあるか
・職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか
・成績評価･単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか
・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置
づけはあるか
・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教
員を確保しているか
・関連分野における業界等との連携において優れた教員(本務･兼務
含む)を確保するなどマネジメントが行われているか
・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教
員の指導力育成など資質向上のための取組が行われているか
・職員の能力開発のための研修等が行われているか

（４）学修成果

・就職率の向上が図られているか
・資格取得率の向上が図られているか
・退学率の低減が図られているか
・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか
・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に
活用されているか。

（１）教育理念・目標

･理念･目的･育成人材像は定められているか
･学校における職業教育の特色は何か
･社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか
･理念･目的･育成人材像･特色･将来構想などが生徒･保護者等に周
知されているか

（２）学校運営

・目的等に沿った運営方針が策定されているか
・運営方針に沿った事業計画が策定されているか
・運営組織や意思決定機能は､規則等において明確化されているか、
有効に機能しているか
・人事､給与に関する規定等は整備されているか
・教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか
・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されている
か
・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか
・情報システム化等による業務の効率化が図られているか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
１．学校関係者評価の目的
本校は実践的な職業教育の質保証及び質の向上のために、自己評価及びそれを基にした学校関係者評価を実施する。
また学校関係者評価を行う体制として学校関係者評価委員会を設ける。
２．学校関係者評価委員会の構成
学校関係者評価委員会は、関連業界等関係者、卒業生、保護者または地域関係者、その他学校長が必要と認める者から
学校長が委託する委員により構成する。委員の任期は2年とする。ただし、委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期
は、前任者の残存期間とする。委員は再任することができる。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



種別

分野協会

分野企業

分野企業

分野企業

株式会社ガモウ関西
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

竹村　辰則 株式会社thsd-5
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

荒川　悠子

大久保　紀子 一般社団法人ジャパン・ビューティメソッド協会
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

河合　捺菜美 株式会社クラフト・ワークス
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

（６）教育環境

・施設・設備は､教育上の必要性に十分対応できるよう整備されている
か
・学内外の実習施設､インターンシップ､海外研修等について十分な教
育体制を整備しているか
・防災に対する体制は整備されているか

（７）学生の受入れ募集
･学生募集活動は､適正に行われているか
･学生募集活動において､教育成果は正確に伝えられているか
･学納金は妥当なものとなっているか

（８）財務

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
・財務について会計監査が適正に行われているか
・財務情報公開の体制整備はできているか

（５）学生支援

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか
・学生相談に関する体制は整備されているか
・学生に対する経済的な支援体制は整備されているか
・学生の健康管理を担う組織体制はあるか
・課外活動に対する支援体制は整備されているか
・学生の生活環境への支援は行われているか
・保護者と適切に連携しているか
・卒業生への支援体制はあるか
・社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか
・高校･高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取
組が行われているか

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況
事前に校内で作成した自己評価報告書をもとにした自己評価委員会を開催し、現状分析と課題抽出、対策案の策定等を
行った。この自己評価委員会の結果を受けて、教務会議、コース会議等で改善策を図り、学校関係者評価委員会で状況を
報告している。
2024年度は学校関係者評価委員会を年2回（第1回7月29日、第2回2月13日）開催。第1回は、自己評価報告書及び学校の
（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守

・法令､専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
・個人情報に関し､その保護のための対策がとられているか
・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか
・自己評価結果を公開しているか

（１０）社会貢献・地域貢献

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献･地域貢献を行っている
か
・学生のボランティア活動を奨励､支援しているか
・地域に対する公開講座･教育訓練(公共職業訓練等を含む)の受託等
を積極的に実施しているか

（１１）国際交流

・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか
・留学生の受入れ・派遣､在籍管理等において適切な手続き等がとら
れているか
・留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備され
ているか
・学習成果が国内外で評価される取組を行っているか



高校等関
係者

地域関係
者

卒業生代
表

卒業生代
表

保護者代
表

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://art.ecc.ac.jp/aboutecc/publish/

公表時期： 令和6年9月30日（第1回）、令和7年3月31日（第2回）

貴治　康夫 立命館高等学校教諭
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

中上　隆雄 済美地域社会福祉協議会
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

松田　裕香子 卒業生
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

中野　りか 卒業生
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

原田　道子 保護者
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://art.ecc.ac.jp/aboutecc/publish/

公表時期： 令和7年7月31日

（１１）その他
・学則
・学校運営の状況に関するその他の情報

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ・貸借対照表、収支計算書、監査報告書

（９）学校評価
・自己評価・学校関係者評価の結果
・評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況
・留学生の受入れ・派遣状況
・外国の学校等との交流状況

（５）様々な教育活動・教育環境
・学校行事への取組状況、課外活動（部活動、サークル活動、ボラン
ティア活動等）

（６）学生の生活支援 ・学生支援への取組状況

（７）学生納付金・修学支援
・学生納付金の取扱い（金額、納入時期）
・活用できる経済的支援措置の内容等（奨学金、授業料減免等の案
内等）

（２）各学科等の教育

・入学者に関する受け入れ方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数
・カリキュラム（科目配当表（科目編成・授業時数）
・進級・卒業の要件等（成績評価基準、卒業・終了の認定基準等）
・学習の成果として取得を目指す資格、合格を目指す検定
・資格取得、検定試験合格等の実績
・卒業者数、卒業後の進路（進学者数・主な進学先、就職者数・主な就
職先）

（３）教職員
・教職員数（職名別）
・教職員の組織

（４）キャリア教育・実践的職業教育

・キャリア教育への取り組み状況
・実習・実技等の取り組み状況
・就職支援等への取り組み支援
・企業・施設、業界団体等との連携によるカリキュラムの改善

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
本校では、文部科学省生涯学習政策局が平成２５年３月に発表した「専修学校における学校評価ガイドライン」附属資料５
「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の趣旨および取組に当たっての視点、情報提供の内容・方
法に則り、本校が設定する項目について本校及び学園のホームページ上で広く一般に公開するものとする。
連携および協力する企業等の学校関係者に対してもホームページ上で公開している情報を提供するとともに、学校関係者
評価委員会や教育課程編成委員会等の委員会を通じて本校の教育活動その他の学校運営の状況について理解を深めて
いただくものとする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
・学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画、経営方針、特色
・校長名、所在地、連絡先
・学校の沿革、歴史

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係
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1 ○
ネイル ケア
＆カラーⅠ

ネイル理論全般を学習し、ネイルの基礎と
なるネイルケア・カラーリング・チップ＆
ラップ技術を習得します。ＪＮＥＣネイリ
スト技能検定３級・２級取得を目指しま
す。

1
前

## 8 ○ ○ ○

2 ○
ネイル ケア
＆カラーⅡ

ネイルケア・カラーリング・チップ＆ラッ
プ技術を繰り返し演習します。

1
前

90 6 ○ ○ ○

3 ○

アートネイル
ズⅠ(フラッ
ト/3Ｄ＆エン
ボス)

アートの基礎であるフラットアート、検定
３級、２級のネイルアートテクニック、３
Ｄアート・エンボスアートなどのネイル
アートテクニックを学習します。

1
前

60 4 ○ ○ ○

4 ○
ヘア＆メイク
ア ッ プ Ⅰ
（NA）

セルフヘアや就活メイクを含めたトータル
コーディネイト力を高める為、イメージメ
イクを学習します。また、崩れにくく、良
い印象を与えるメイク技術基礎を習得しま
す。

1
前

30 2 ○ ○ ○

5 ○
カスタマーズ
サービススキ
ル

プロのネイリストとして、お客様と接する
上で重要な接遇マナーを身につけます。

1
前

30 2 ○ ○ ○

6 ○

カラー コー
ディネーショ
ン＆パーソナ
ル カ ラ ー
（NA）

「色の三属性」「配色」「トーン」等、実
習を通して色彩の基礎を習得します。

1
前

30 2 ○ ○ ○

7 ○

デ ッ サ ン ・
ファッション
イラストレー
ション（NA）

デッサンの基礎を学び、ヘアスタイルのデ
ザイン、メイク、ファッションを含めた全
身イラストが描ける技術を習得します。

1
前

30 2 ○ ○ ○

8 ○

Customer
Service
English Ⅰ
(NA)

職種に特化した英会話表現をロールプレー
イング練習により習得し、英語でのコミュ
ニケーション力の向上を図ります。様々な
国の特徴や習慣等を知り、異文化理解を深
めると共にGLOBAL精神を養います。

1
前

30 2 ○ ○ ○

9 ○
業 界 研 究 Ⅰ
(NA)

ネイル業界と業界の職種を把握し、企業特
性等について自ら調べる方法を学び、十分
な業界研究を経て希望する企業選択やキャ
リアプランニング行います。

1
前

30 2 ○ ○ ○

10 ○

ネイル スカ
ルプティング
Ⅰ （ チ ッ プ
オ ー バ ー レ
イ）

スカルプチュア・チップオーバーレイの基
本となるナチュラルスタイル技術を習得し
ます。ＪＮＥＣネイリスト技能検定１級取
得を目指します。

1
後

## 8 ○ ○ ○

11 ○
ジェル ネイ
ルズⅠ

JNAジェルネイル初級検定合格を目標とし、
ジェルネイルの基本知識・技術を習得しま
す。

1
後

90 6 ○ ○ ○

12 ○

アート ネイ
ルズⅡ(ミッ
ク ス メ デ ィ
ア)

アクリルを使ったアートの技法を学び、
アートⅠで習得したアート技法を組み合わ
せて、バランスや配置を学習し、1級のミッ
クスメディアアート、そして2年次のサロン
ワーク実習で活かせるエンボスやジェル
アートを学びます。

1
後

60 4 ○ ○ ○

13 ○
ネイル サロ
ン ワーク テ
クニックⅠ

２年次のサロンワーク実習に向けて、フッ
トケア技術とサロンにおけるネイル知識、
技術を学習します。

1
後

## 8 ○ ○ ○

14 ○

Customer
Service
English Ⅱ
(NA)

職種に特化した英会話表現をロールプレー
イング練習により習得し、英語でのコミュ
ニケーション力の向上を図ります。様々な
国の特徴や習慣等を知り、異文化理解を深
めると共にGLOBAL精神を養います。

1
後

30 2 ○ ○ ○

15 ○ 就職対策Ⅰ
自分をアピールする方法や履歴書の書き方の基
本を学習し、希望する職業に就けるよう具体的に
準備を行っていきます。

1
後

30 2 ○ ○ ○

16 ○

ネイル スカル
プティングⅡ
（コンテストスタ
イル）

フレンチスカルプチュア技術を習得します。また、
スカルプチュア・ケアカラーのコンテスト・検定スタ
イルを学習します。

2
前

## 8 ○ ○ ○

17 ○
ジェル ネイル
ズⅡ

ジェルネイル検定中級合格を目標とし、サロン
ワークにおけるジェルネイル技術・デザインアレン
ジ技法を学習します。

2
前

90 6 ○ ○ ○

18 ○
アート ネイル
ズⅢ(作品制
作)

習得したアート技法を活かし、サロンワークで活
用できるアートや集大成の作品作りを行います。

2
前

30 2 ○ ○ ○

19 ○
ネイル サロン
ワークⅠ

学内サロン「ラプア」にてサロンの運営、接客全般
を実習し、現場対応力を養います。

2
前

90 6 ○ ○ ○

20 ○
ネイル サロン
ワーク テクニッ
クⅡ

サロンワークに必要な知識・技術を学習しサロン
ワークに活かします。

2
前

60 4 ○ ○ ○

21 ○
Customer
Service English
Ⅲ(NA)

職種に特化した英会話表現をロールプレーイング
練習により習得し、英語でのコミュニケーション力
の向上を図ります。様々な国の特徴や習慣等を
知り、異文化理解を深めると共にGLOBAL精神を
養います。

2
前

30 2 ○ ○ ○

22 ○ 就職対策Ⅱ
多様化する面接試験内容に対応し、面接時の応
答力やアピール力を習得し就職試験の突破を目
指します。

2
前

30 2 ○ ○ ○

23 ○
アートネイルズ
Ⅳ(エアブラシ)

ネイルにおけるエアブラシの基本から応用テク
ニックまで学習します。また、アート技法を組み合
わせ作品を制作します。

2
後

60 4 ○ ○ ○

授業科目等の概要

#REF!
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



24 ○
ジェル ネイル
ズⅢ

ジェルネイル検定上級合格を目標とし、サロン
ワークにおけるスカルプチュア・ジェルネイル技術
(フット、マシン含)・デザインアレンジ技法を学習し
ます。

2
後

90 6 ○ ○ ○

25 ○

ネイル スカル
プティングⅢ
（フレンチ/デザ
イン）

フレンチルックのスカルプチュア・カラーリング技
術を習得します。また、デザインスカルプチュア技
術を習得します。

2
後

90 6 ○ ○ ○

26 ○
ネイル サロン
ワーク テクニッ
クⅢ

サロンワークに必要なスカルプチュア等の知識・
技術を学習しサロンワークに活かします。

2
後

60 4 ○ ○ ○

27 ○
ネイル サロン
ワークⅡ

お客様のご要望にお応えできる技術・スピード・接
客等をサロンワーク実習で習得し、即戦力を養い
ます。

2
後

90 6 ○ ○ ○ ○

28 ○

ヘア＆メイク
アップⅡ/ボ
ティワーク
（NA）

1年次「メイクアップⅠ」の復習、ヘアアレンジ、イ
メージタイプ分析についても学習し、プロデュース
力や提案力をさらに高め、ネイリストとして自分の
表現力を身につけながら、ひとりひとりの「らし
さ」、魅力を表現するスキルを学びます。
またピラティスで体幹を鍛え、美しい姿勢づくりを
目指します。

2
後

30 2 ○ ○ ○

29 〇
Customer
Service English
Ⅳ(NA)

職種に特化した英会話表現をロールプレーイング
練習により習得し、英語でのコミュニケーション力
の向上を図ります。様々な国の特徴や習慣等を
知り、異文化理解を深めると共にGLOBAL精神を
養います。

2
後

30 2 ○ ○ ○

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52



53

54

55

56

57

58

59

60

29

期
週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 各学年58単位（卒業年次は56単位（2年制）、54単位（3年制））を修
履修方法： 選択必須科目については、専攻等により事前に選択する。必須科目に

合計 科目 120 単位（単位時間）


